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災害が発生し、または発生するおそれがある場合において、被害を最小限におさえるためには、まず、自分の身は自分で守るという「自助」の考え方と行動が大切です。その次に、地域の住民が支え合い、助け合う「共助」の考え方と行動が重要になります。地域を守ることが、すなわち自分を守ることにつながります。
自助・共助の活動を、緊急時に地域で円滑かつ迅速に実施するには、活動内容や手順などをあらかじめ地域で話し合い、「自主防災マニュアル」として決めておくことが必要です。
この「自主防災モデルマニュアル」は、地域住民の皆さんが一丸となって災害と対峙するために、そして、要配慮者の方にも優しく、安全で安心して暮らせる地域づくりに寄与するために、基本的な考え方や決めておくべき項目、訓練での実践方法、取り組み事例などをまとめたものです。
このモデルマニュアルを参考に、各地区の特色を織り込んだ「地区別自主防災マニュアル」を作成し、地域防災力の向上につなげてください。
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